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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・看護グループ内研修のお知らせ

日時：12/6(金)　17：20～18：00　　場所：メンタル4階メモリアルホール

対象：看護・介護スタッフ　　テーマ：「家族支援について」

講師：江刺家　NPO理事

出欠は、12/5(木)までに入力をお願いします。

・第6回法人研修のお知らせ

日時：12/3(火)・4(水)　17：30～18：30　　場所：4Ｆメモリアルホール

対象：法人全スタッフ　　テーマ：「 脳の機能～認知症について～ 」

講師：田名部医師

出欠は、12/2(月)までに入力をお願いします。

・永年勤続者海外研修に関する規程の連絡あり。各自確認する事。

・12/24青陽館にてクリスマス会の行事実施予定。

・大釜　万知様～12/19地域復帰支援検討会実施予定。

・向井　敦子様～明日より、デイケア利用再開予定。

・溝越　キク様～12/6より、デイケア利用開始予定。

＜青明舎利用者様情報交換＞

・清水　秋男　様～定期訪問実施時コタツで暖をとり、ストーブは点けないでいる。ストーブを点けないのか確認すると、「さっきまで点けていたけど、暑くなってきたから消しました」と話している。普段から、そのように過ごしているとのことで、スタッフより設定温度を下げてはどうか提案している。仕事については、働き始めて1ヶ月ほど経つとのこと。初めての給料はもらったのか確認すると、「お金の話はしないようにしている」と話している。仕事は、時折定時の16時を1時間位過ぎることがあるが、そのようなときは、社長が自宅まで送迎してくれることもあるという。基本的にはバスを利用して帰宅するとのことで、昨日は19時半頃帰宅したとのこと。

・中居　美津子様～訪問すると、玄関が20㎝程空いており、本人へ指摘すると、「猫が外に出るのが好きだから」と話している。室内は物で溢れており、そのような状態でストーブを使用しているため、危険であることを伝えている。12月に入ったこともあり、本人へ部屋の大掃除を促すが、「そうですよね」と返答しながらも、実行しようという意思は感じられない。青明舎が一緒に行うことで取り組みやすくなる場合もあることを伝えているが、「大丈夫です」と断っている。

・高柳　和子　様～定期訪問時、青南病院受診が隔週になり今週は受診日でなかったから1日部屋で過ごしていたが、色んなことを考え落ち込んだと話す。受診日を週1回戻してもらうことや、デイケアの利用日を増やす等のことを提案すると、「でも、どこにも出掛けたくない」と返答している。外出したくないと思うこと自体、すでに落ち込んでいる状態である可能性もあるため、気分転換するためにも行動に移す必要があることを説明し、自分で楽しいと思えることを積極に考え、実施することで生活が充実できると考えられることを伝えている。

11/29、11:00に青明舎へ来所しており、最近、色々なことで落ち込みが激しいと話している。傾聴し対応し、本人へ気分転換の必要性について説明すると「週末、外出してみます」と話している。

11/30、20:45本人より電話があり、「気分が落ち込んで…」と話している。そのような状態で電話を掛けられたことを評価し、気分の落ち込みの要因を確認すると、初めは「なんとなく」と話している。その後も話を傾聴する中で、日中帯、叔母に電話を掛けたが繋がらなかったことや明日、叔母宅を訪問する予定であることが気分の変動に繋がった様子。20分程話を傾聴し、電話を終了している。

＜グループホーム利用者様情報交換＞

・冨田　紀子様～夜中にトイレに起きた際に、部屋の鍵をかけようとすると間に合わずに失禁してしまうとの訴えが聞かれており、本人の希望でポータブルトイレを購入している。鍵をかける行為については、行わないと不安であるとの事。ポータブルトイレ使用後の後片付けもしっかりと行っており、問題は見られていない。

・平　康子　様～様々な支払にお札を使用することが多く見られており、小銭が大量に貯まっている。貯め過ぎると金銭管理がしにくくなる他、財布が破損してしまう可能性もある為、小銭の使用を促している。

＜事例検討＞

上川原　豊　様（52）　主病名：統合失調症

検討内容計画の評価と見直し

長期目標①新しい環境に適応し、入院せずに安定した生活を送れるようにする。

②健康管理を行う、現在63Kgある体重を60Kgまで減量する。

中期目標①デイケアに通所しプログラムに参加し、疾病への理解を深める。

②対人面でトラブルのないよう交流していく。

③現在の運動量を維持し、食生活にも気を配る。

短期目標①利用日にはきちんと通所し、生活にメリハリをつける。

②対人面で誤解を招くような言動は避け、トラブルにならないよう交流していく。

③プライベートでは自転車こぎを行い、運動プログラムでは体を大きく動かす。

治療計画①他者が傷つくような言動をしたり、他者に対して不満や報告がある際は、適切な対応が出来るよう関わっていく。

②新しい生活環境に適応できるように困っている事や不安事について確認し、必要であれば適切な行動が取れるようにアドバイスしていく。

③家族関係の現状を把握すると同時に、将来のビジョンや日頃不安に思っていることなど、適宜話を聴く機会を設ける。

現在の状況

・他者に対し強い口調やふざけた勢いで中傷する発言がある。指摘する事で謝罪できている。

　⇒随時指摘していく。

・現在の生活には慣れてきたが、家にいる時間の寂しさから、利用日以外やナイトケアの時間に来所する事がある。

⇒生活に関する訴えを聞きながら、時間を守るように伝えている。

・家族との関係は、連絡を取り合っていると報告している。

・身体面（痔）の不安が今は強く、手術はするとの事だが、目処は立てていない。

・自転車を使用し外出している様子も見られている。

・体重は「気にしている」と話すが、現在は64.4㎏となっている。

・食事は持参しているものの、異臭がある。指摘に対して不機嫌になる様子もある。

検討結果

・計画①と②は継続して進めていく。今後の生活については、母と一緒に暮らすことや、一軒家を建てて一緒に住む、仕事はやった事があるからできるというように、将来ビジョンの曖昧さや現実検討の不十分さが見られている。家族を含めて将来の生活を検討していく。

・計画の③として、食事や体重についての計画を取り入れていき、日常生活動作や生活状況を通して確認をしていく。

＜利用者様情報＞

・番沢　政勝様～本人より、「上久保さんが口が軽いみたいだ。自分が愚痴ったことが職員に伝わってカルテに書いてあった」との訴えが聞かれている。詳細を確認すると、先週の担当医面談の際にカルテを覗き見ると、印字してある白い用紙が貼ってあったとのこと。内容は確認しておらず、担当医に何か言われたわけではないと話している。状況から考えると、思い込みではないかと説明。貼ってあった用紙の内容については、明日確認して伝えることとしている。

＜外来患者様情報＞

・高田　マキ様～採血の希望が聞かれており、本日実施している。

・繁名　和恵様～血圧が高いとの発言があり、測定すると118/86mmHgとなっている。採血結果にも異常は無い。様子を見ることとしている。12/23に餅つきがあると報告しており、12/16受診時に2週間分処方する事としている。

・寺沢　彩　様～デイケア利用者様の高田マキ様との一件で嘔吐するとの訴えあり。ドグマチール（50）1Ｔ1×夕が追加処方されている。

・藤村　翔　様～脈拍が速いとの訴えがあり、メイラックス（1）1Ｔ1×夕が追加処方されている。

